
MPLAB XとXC8 Compilerでソフトを製作し、Pickit3でAE-USBPIC44基板に書き込む例の説明です。
WINDOWS7での説明です。他の環境では画面表示等が異なる場合がございます。
ソフトの入手画面は、２０１３年５月時点での物です。

ーーーＭＰＬＡＢＸとＸＣ８の入手ーーー

１、マイクロチップ社ホームページから、ＭＰＬＡＢＸと、ＸＣ８をダウンロードします。

　　左側のMPLABX　FREE　DOWNLOADを押すとソフトを選ぶ画面になります。



２、MPLAB X IDEとMPLAB XC8 Compilerをここからダウンロードしパソコンにインストールします。

ーーーＭＰＬＡＢＸの起動とソースファイルのビルドーーー

　準備１　作業フォルダとして、「AE4553」をＣドライブに作っておきます。
　準備２　書き込みは、Pickit3を使用します。ＭＰＬＡＢＸ起動前にパソコンＵＳＢに Pickit3をさしておきます。
１、ＭＰＬＡＢＸを起動し、「Creat New Projet」を押します。



２、CategoriesのMicrochip Embeddedから、Standalone Projectを選び、「Ｎｅｘｔ」を押します。

３、ＰＩＣマイコンの型名を指定します。

　　この例では PIC18F4553を選び、「Ｎｅｘｔ」を押します。



４、ライターを選びます。

　　Ｐｉｃｋｉｔ３をを選び、「Ｎｅｘｔ」を押します。

５、Ｃコンパイラを選びます。

　　ＸＣ８を選び、「Ｎｅｘｔ」を押します。



６、プロジェクト名、フォルダを指定します。

　　また、コメントの日本語が文字化けしない様に Encodingを指定します。
　　　１、Browseであらかじめ作ってある「AE4553」を指定します。
　　　２、Project NAMEにプロジェクト名を入れます。
　　　３、EncodingにUTF-8を指定し、「Finish」を押します。

７－１、Ｃのソースファイルを追加します

　　Projectsの TESTの Source Filesを右クリックし、「ＮＥＷ」の「Ｏｔｈｅｒ」を選びます



７－２、Ｃのソースファイルのファイルの形式を指定します。

　　CategoriesのMicrochip EmbeddedからXC8 Compilerを選び、File Typesのmain18cを指定して「Next」を押します。

７－３、Ｃのソースファイルの File Namaを入力します。この例では、ｓｗ１２とし「Finish」を押すと追加されます。



８、Ｃのソースファイル sw12.cファイルが生成されました。
　　　この画面でＣのソースを入力します。

　　　あらかじめ出来ているものがありますので、画面の内容を消去して、「SAMPLE.c」の内容をコピーします。

９、ビルドします。

　　　画面の「工具のハンマー」のアイコンを押すとビルドされます。

　　　Output画面に BUILD SUCCESSFULLが出れば、書き込み用ＨＥＸファイルの完成です。



ーーー完成したソフトの書き込みーーー

１、いよいよAE-USBPIC44に書き込みます。
　　基板のＪ１はUSB側、Ｊ２は 5V側にジャンパーをセットし、Pickit3に接続してください。
　　画面の「緑矢印がＩＣに向かっている」アイコンを押すと書き込みが、開始されますが、

　　マイコンにＶＤＤが入っていない場合は、この画面の様に「Target device was not found・・・」となります。

２－１、Ｐｉｃｋｉｔ３からＶＤＤを供給します。

　　DashBoardの左上の「工具のスパナ」の形のアイコンを押します。　　　
　　DashBoardが開いていない場合はファイルメニューのWINDOWS－DashBoardを押し、DashBoardを開きます。
　　　



２－２、ProjectPropertiesが開きますので、左の Catergorisの PICkit3を押します。

２－３、Option Categoriseの Powerを押します。



２－４、Power terget circuit from PICkit3にチェックを入れ、「ＯＫ」を押してＶＤＤを供給します。

３、再度書き込みボタンを押し、Outputに Programming/Veritfy completeと出れば、書き込み完了です。


